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   以上、本論文は、全体として、博士号を授与するにふさわしい水準の論文であると判断
できる。 
   その上で、以下のような問題点を検討して、これ以降の研究の質を高める余地があるも
のと考えられる。 
１． 本論文の新しい機能分類は、用語を含め、理解することがかなり困難であることが予 
想される。分類は、学習者ではなく教師が心得ておくべき事項であるとしても、さらに 
わかりやすくするためには、より具体的かつ明確に理解可能となる例などが提示される 
ことが望まれる。 
２．調査と考察の対象が談話の中の表現機能に偏っているが、条件表現は文章中にも多く 
見られるものなので、今後は文章を対象とした研究も進めていくべきかと思われる。 
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